ハンドボールロボコン・ルール


「ハンドボール　ロボコン」

高校一般の部

■第１4回つやまロボコン　ルールブック■

■競技概要■ 

第１4回の競技は、ハンドボールをベースとした競技です。相手のゴールにボールを入れて得点を競う「ハンドボール　ロボコン」です。

各チームは、コートプレイヤーロボットとゴールキーパーロボットの2台を製作します。コートプレイヤーロボットは、ボールを持ったり転がしたりしながら、ゴールエリアの外からゴールを決めます。ゴールキーパーロボットは、ゴールエリア内でボールがゴール入らないように守ります。２チームに別れて対戦し、得点を多く入れたチームの勝ちとなります。
１．大会形式 
1-1 対戦方式 

1-1-1　予選は、1リーグ3または4つのチームでリーグ戦を行う。リーグの構成および試合順は、主催者が所属（高校、高専、大学など）を考慮して決定する。

1-1-2　予選リーグでの勝ち点は、各試合で勝ったチームが3点、引き分けの場合は両チームが1点、負けたチームが0点とする。

1-1-3　予選リーグで勝ち点が同点の場合は、各試合での得失点差の多いほうが決勝トーナメントに進む。得失点差が同点の場合は、直接対戦したときの勝者が決勝トーナメントに進む。直接対戦が引き分けの場合および直接対戦がない場合は抽選とする。

1-1-4　決勝は、各リーグで1位のチームによるトーナメント方式。組合せは、各チーム代表による抽選で決める。

1-1-5　決勝トーナメントで、制限時間内に勝敗が決まらない場合は、延長戦とする。延長戦は時間制限なしで、先にゴールを決めたチームの勝ちとなる。
1-2 審査員・審判団 

　審判団は、主審１名と副審で構成する。競技の審判はすべて審判団が行う。
1-3 表彰
1-3-1　表彰は、優勝、準優勝、第3位、アイデア賞、メカニック賞、デザイン賞、プレゼン賞、とする。

1-3-2　受賞者には、表彰状と副賞を授与する。

２．競技環境 
2-1 競技フィールド 

2-1-1　競技フィールドは、縦8000㎜横4000㎜の平面。高さは300㎜。フロアはグリーンのパンチカーペットで覆う。

2-1-2　フィールド内に900㎜ごとのラインを引く。(図面参照)
2-1-3　フィールドの周囲をフィールド面から高さ200㎜の壁で覆い、サイドラインにフィールド面から高さ1000㎜の網を立てる。
2-1-4　各ゴールは幅1800mm、高さ600㎜、奥行きは床面のみ400㎜。位置はフィールドの短い方の辺の中央外側とする。
2-1-5　各チームは会場の照明条件に合わせてロボットを調整できるように準備しておくこと。

2-2　ボール
ボールは直径4インチの市販のやわらかいものを使用する。(説明会で１チームに1個支給))
３.ロボット 
3-1　ロボットの条件 

3-1-1　競技に参加できるロボット 

各チームは、コートプレイヤーロボットとゴールキーパーロボットの2台を製作し競技に参加する。
3-1-2　ロボットの制御 

コート－プレイヤーロボットは、操縦者が、電波・赤外線・可視光等を用いて遠隔操縦するもの、またはマイクロコンピュータを搭載した自律型とし、ケーブルなどで外部と接続せずに動作できるものとする。各手法を組み合わせてもよいが、操縦にあたっては、相手チームと混信しないよう工夫を行うこと。実行委員会支給の無線機については、設定手順書（別途配付）をよく確認すること。また、会場内では携帯電話の使用制限は行わない。

ゴールキーパーロボットは有線若しくは赤外線、可視光でコントロールする。有線でコントロールする場合は、補助者がコードを床に設置しないように吊り上げて操作する。(電波は使用禁止)
3-1-3　ロボットの大きさ 

スタート時の状態で、コートプレイヤーロボットの大きさは、縦400mm×横400mm×高さ400mm以内。ゴールキーパーロボットの大きさは縦300mm×横300mm×高さ300mm以内とする。スタート後、コートプレイヤーロボットの変形は、縦600mm×横600mm×高さ600mmの大きさに、ゴールキーパーロボットの大きさは縦300mm×横600mm×高さ600mmに収まっていなくてはいけない。
3-1-4　ロボットの構造 
ロボットは、ボールを投げられるように設計すること。(投げるとは、ボールが床やロボットから離れて空中を移動すること。)
3-1-5　ロボットの重量

コートプレイヤーロボットの重量はロボット本体のほか電源を含み12㎏f以下とする。ゴールキーパーロボットの重量はロボット本体のほかコントローラーと電源を含み10kgf以下とする。交換用の部品、交換用同型バッテリーは重量に含まない。

3-1-6　ロボットの装飾と色

　　　競技参加者は、ロボットにマークや装飾を施し、自チームのロボットであることが識別できるようにすること。ロボットの発光装置は、他チームのロボットの光センサー読取機能（自律型ロボットが使うセンサー）や赤外線コントロール機能を妨害するものであってはならない。

3-1-7　危険な材料・機構の禁止

ロボットの構造や材料に、爆発物などの危険なものを用いてはならない。
3-2　計量計測 

大会に出場する全てのロボットは、計量計測を受けなくてはならない。計量計測を受けない場合は、大会に出場できない。
3-3　製作費 

ロボット製作費として、主催者は１チームにつき3万円を支給する。ただし、実行委員会が配付する無線機（送信側　TS02A-F　8swtxBDD、受信側　TS02A-F　8sw　rxBD-P、野村エンジニアリング(有)）を利用する場合には実費を差し引いた額を支給する。

製作費の算定は、完成品を対象とし精算時に明細書及び領収書を提出すること。研究や開発に要した文献、器具、消耗品等の費用は含んでもよいが、人件費、飲食費や交通費は認めない。

競技及びプレゼンテーションに参加しないときには、製作費は主催者に返金すること。

４．競技の内容 
■競技は、2チームのコートプレイヤーロボットが、相手のゴールにボールを投込む。キーパーロボットはゴールエリア内でゴールを守る。

競技時間は3分間（予選リーグは2分間）。より多くゴールを決めた得点で勝敗を競う。 

4-1　セッティングと競技のスタート

4-1-1　セッティング

オフェンス側のコートプレイヤーロボットは自チーム内のコートでセンターライン中央に置いたボールに触れる状態になるようチームメンバーがセッティングする。

デフェンス側のコートプレイヤーロボットは自チームのコート内でオフェンス側のコートプレイヤーロボットより900㎜離れた位置にチームメンバーがセッティングする。ゴールキーパーロボットはゴールエリア内(図面参照)にセッティングする。セッティング時には、簡単な工具以外は用いてはいけない。

予選に限り、セッティング後にデフェンス側のロボットは変形することが許される。
4-1-2　競技のスタート 

審判によるスタートの合図とともに、両チームは競技を開始する。競技時間内でのセッティングは認めない。 
4-1-3　フライングと再スタート 

フライングが起きた場合、審判の指示で再びセッティングを行い、速やかに再スタートする。

4-2　試合時間
4-2-1　試合時間は3分間とする。(予選は2分間)
4-2-2　準決勝、決勝戦、3位決定戦のみ前半と後半それぞれ3分間で試合を行う。

4-2-3　この場合、前半と後半の間に2分間の休憩を挟み、コートチェンジを行う。

4-2-4　試合用の時計は、試合中ゴールにより得点した場合、ボールが場外に出た場合やファウルのときなどは一旦停止し、競技再開時に再スタートする。

4-2-5　試合は、各競技場に設置された時計に合わせて進行される。

4-2-6　チームが試合開始時刻に遅刻した場合は、審判の裁量で、ペナルティが科せられることがある。

4-2-7　試合開始時刻から3分が経過してもチームの到着が告げられない場合は、没収試合となり、3対0で相手チームの不戦勝となる。

4-3試合開始
4-3-1　コートは事務局が決定する。
4-3-2　試合の開始前に、審判はコイントスにより、先攻･後攻を決める。
4-3-3　コイントスで先攻になったチームがオフェンスになり、スローオフをする。(スローオフとはフィールド中央で試合を始めること)
4-3-4　コイントスで後攻になったチームはデフェンスとなる。
4-3-5　前半後半がある場合は、前半でスローオフをしないチームが、後半開始のスローオフをする。

4-4　スローオフ

4-4-1　スローオフで試合が開始される。

4-4-2　審判の合図（「３、２、１、ピッ（ホイッスル）」）で、スローオフする。
4-4-3　審判の合図より前にスタートした場合はファウルとし、相手ボールとなりスローオフにより再開される。

4-4-4　スローオフする場合、デフェンス側のコートプレイヤーは、必ずオフェンス側のコートプレイヤーロボットから900㎜以上離れなくてはならない。
4-5　チームメンバー

4-5-1　原則としてチームメンバーが直接ロボットを触って動かすことは認められない。

4-5-2　審判の指示があった場合に限り、チームメンバーはロボットを動かすことができる。

4-5-3　各試合開始前にチームメンバーは、審判の指示に従って、ロボットのスタート、配置、撤去、置き直しをする。

4-5-4　操縦者、有線の補助者以外のチームメンバーは、審判が特に指示しない限り、試合中は競技エリア（図面参照）から出ていること。
4-5-5　ロボットの操縦者は、各1名とし試合途中では交替しない。

4-6　ボールの動き

4-6-1　ロボットはボールをホールドしたままラインを2本越えてはならない。ここで言うラインとはドリブルライン、フリースローライン、及びセンターラインである。
4-6-2　ボールをロボット内にホールドしてはならない。

4-6-3　ボールは常に3分の2以上見えていなければならない。

4-6-4　他のロボットがボールにアクセスできる状態でなければならない。

4-6-5　ロボット本体にボールが接触している点から測定して、20mmを超えてボールがロボット内に入り込んでいてはならない。

アドバイス：「ホールド」とはボールのすべての自由度を奪うことによって、ボールを完全に支配してしまうことである。

(例)・ボールをロボットのボディにぴったり固定する

・ロボットのアームで持ったままにする。
4-7得点

4-7-1　ボール全体がゴールに入った時点で得点となる。(投げ入れても転がして入れても良い)

4-7-2　ゴールが決まったとき、審判はホイッスルを吹いて知らせる。

4-7-3　ゴールが決まれば、その後、スローオフが行なわれる。ゴールを与えてしまったチームがスローオフを行なう。

4-8　試合の中断

4-8-1　下記の4-9項から4-11項までに記載される状況が発生した場合は試合を中断する。(4-8-1削除)
4-8-2　審判がホイッスルを吹いて試合を中断させるときには、試合時間を計測する時計を止める。この場合、すべてのロボットはすぐに停止し、審判の指示に従う。
4-8-2　試合中断後、審判の合図で試合が再開される。このとき、試合の中断要因を作ったほうでないチームのスローオフで試合を再開する。試合中断要因を作ったチームが特定できないときは、前のスローオフの時にスローオフをしなかった側のスローオフで試合を再開する。
4-9　試合の停止
4-9-1　ボールがお互いのロボットの間に挟まって動かなくなるか（「奪い合い」状態）、あるいはロボ
ットと壁の間にボールが挟まって動かなくなり、審判が回復の見込みがないと判断した場合は試合
が停止される。審判はいかなる時でも「試合停止」を告げることができる。
4-9-2　試合が停止された場合、試合が止まった所から再開する。コートプレイヤーロボット同士は900㎜以上離れていなければならない。
4-9-3　試合進行停止が告げられた場合、チームメンバーはロボットを最小限移動させることによって、ロボットを自由にする。

4-10　ロボットの故障・転倒
4-10-1　ロボットがリモートコントロールによって動かすことができなくなったと判断された場合、そのロボットは審判によって故障とみなされる。

4-10-2　但し、相手チームのロボットとの衝突が原因でロボットが故障した場合、審判は試合中断を選択することがある。

4-10-3　ロボットが自ら転倒した場合、自力で立ち上がること。その際、審判やチームメンバーはそのロボットには触れてはいけない。
4-11ファウル
4-11-1　ロボットがボールを持っていないロボットに対して仕掛けを使うかボディを使って、故意に攻
撃または体当たりする場合、審判は「ファウル」を告げる。その場合、その時点からの相手チー
ムのフリースローで試合再開とする。
4-11-2　コートプレイヤーロボットはゴールエリア内でプレーしてはならない。

4-11-3　ゴールキーパーロボットはゴールエリアを出てプレーしてはならない。
4-11-4　競技に消極的な操縦を行ったとき。

4-12　失格 

■以下の行為を失格に相当する行為とする。 

4-12-1　失格行為。 

(1) 故意に相手のロボットを破壊する。

(2) 故意にフィールドを破損する。
(3) 故意にボールを破損する。

(4) 審判の注意や指示に従わない。
4-12-2　失格の判断は審判が行う。また競技前や競技終了後に、審判団が協議のうえ失格とする場合もある。

＊　ここに記したこと以外については、日本ハンドボール協会の競技規則に基づく。
５.製作発表 
5-1　予選終了後に、各チームは、ロボットができ上がるまでのプロセスや工夫したポイントなどについてプレゼンテーションを行う。

5-2　プレゼンテーションでパソコンを使用する場合は、大会当日、メモリスティックなどでデータを持参すること。(パソコンを直接つないでも可)
６．安全対策など 
■事故が起きてしまうと、大会を行うことができません。大会期間だけでなく準備、製作段階を通して、安全に十分留意してください。 

6-1　大会を安全に行うために 

6-1-1　ロボットの不具合や暴走等が起きた時は、速やかに審判に申告しロボットを停止させること。 

6-1-2　制御できない飛行、及び風船などの制御できない浮遊物体を飛ばすことを禁止する。

6-1-3　競技の練習は十分な安全対策を行った上で行うこと。人を相手にした危険な練習を行ったチームは、大会への出場資格を取り消す。 

6-1-4　アイデアマンシップにのっとり競技を行うこと。同一所属の同一ロボットでの参加はご遠慮ください。 
6-2　その他 

　安全を確保するため、また競技の円滑な進行を行うためなどの理由で、競技課題・規定は変更されることがある。

情報の共有

当大会では競技に関連して開発された技術やカリキュラムについての情報を競技終了後、他の参加者と共有することが共通の理解となっている。
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